
（仮称）津市久居ホール管理運営について
検討をおこないました。

■開催概要
会議名 第５回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会
日 時 平成28年12月26日（月） １３：３０～１５：３０
場 所 津市本庁舎８階大会議室Ａ
出席者 検討委員３名、アドバイザー、支援業者及び事務局

（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会第６号
発行月 平成29年3月

◎自主事業の方針

事業計画（案）について

■自主事業の種類

まず前回の検討委員会を振り返り、その後、管
理運営計画策定等支援業者である㈱シアターワー
クショップから事業計画（案）の提案がなされ、
それに基づき検討が行われました。

整備基本計画にもあるとおり、久居ホールでは、
「自主事業」と「貸館事業」の相互効果により本
施設及び地域の活性化を目指すため、次のとおり
方針（案）の提案がありました。

１

２

久居ホール独自の文化を創り、発信する

実演芸術への関心を高める

未来の芸術文化を担う人・楽しむ人を育む

文化芸術による地域コミュニティの醸成・
課題解決の場となる

３

４

鑑賞型
音楽系ジャンルのコンサート、演劇・舞
踊・伝統芸能などの公演、美術作品の展示、
番組公開講演、人気キャラクター公演など

普及育成型
アウトリーチ、ワークショップ、ロビーコ
ンサート、野外イベント、楽器体験、舞台
技術講座、アートマネジメント講座 など

参加創造型

フェスティバル(祭)、季節のイベント、コン
クール、国際交流イベント、市民ミュージ
カル、第九合唱、アーティスト・インレジ
デンス など

◎貸館事業の方針

① 市民と一緒に活動の向上を考えるサービス
を提供

② 利用者目線に立った規則づくり

「施設を貸し出す」という受け身ではなく
「ともに良い公演・発表を創りだす」という姿
勢で、ノウハウを持った職員が制作や演出効果
等についてアドバイスや提案を行い、活動の向
上を一緒に考えるサービスを提供

管理のしやすさよりも、利用者目線に立った

「使いやすさ」を優先した規則づくり

提案に対し、下記のような意見が出ました。

・久居ホール専属劇団のようなものを、年数ごと
の登録制でつくってはどうか。

・市民を直接育てていくために、市内の劇団にアウ
トリーチなど、市民参加型の演劇など提案して
はどうか。

・研修プログラムのような普及教育のために
専門的な人材を配置する必要がある。

・劇団、音楽家等にアウトリーチの研修プログラム
を用意して、アウトリーチができる人材を地元に
広げていく必要がある。

・久居ホールをうまく利用してくれる市民を、どの
ようにして育てていくか（市民を育てる仕掛けが
考えられているか）を考える必要がある。

・専属劇団等を考える際には、公共性を担保する
必要がある。

整備基本計画に記された基本理念や方針等を実
現するために、次のとおり自主事業の方針（案）
の提案がありました。

市民の誰もが心地よく久居ホールを利用で
きるよう、次のとおり貸館事業の方針（案）
の提案がありました。



検討にあたり、下記のような意見が出ました。

検討にあたり、下記のような意見が出ました。
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右記までご意見ご感想をお寄せください。
また、津市ホームページもご覧ください。

～地域をつなぐ開かれた独自性のある文化芸術の創造拠点～

今回の管理運営検討委員会では、前回の委員会で検討された基本方針、事業計画をもとに支援業者か
ら事業計画等の骨子（案）の提案があり、これに基づき検討が行われ意見が出されました。今後もこれ
までの意見等を踏まえ、計画の策定を進めていきます。

利用規則・広報宣伝計画について

◎利用規則について

◎広報宣伝計画について

・エントランスロビーは基本的にはオープンなスペ
ースとして利用する。また床面だけではなく壁面
の利用も考えられる。設計者にも相談し貸空間と
してどのような設定をするか検討する必要がある。

・エントランスロビーはふるさと文学館と連携を図
るような利用ができないか。

・ワンコインコンサート等を行っている事例もある
ので、通路部分を確保した上で事業を行えないか。

・広報を行っていくにあたり、名称、コンセプトと
いったトータルデザインを先に決定することが必
要である。

・しっかりとした広報・宣伝を行っていくためには、
経験のある広報担当者やプレス担当者をきちんと
配置すべき。

◎運営主体の方針と体制について

組織計画について

久居ホールの基本理念や管理運営の基本方針を
実現し、また久居独自の様々な事業を展開して
いくためには、最適な体制・人員配置を選択す
ることが重要になります。
前回の検討委員会からの課題となっていた、

久居ホールでは、どのような運営主体にするべ
きか、検討が行われました。

直営

指定管理者

市職員が貸館および自主事業、施設管理
を一括して行う。（舞台技術や点検等は
業務委託が一般的）

■運営主体の種類

財団、民間企業、NPO法人等が単独、又
は共同企業体を構成して指定管理者となり、
貸館業務、自主事業、施設管理、舞台技術
等を行う。

第５回（仮称）津市久居ホール管理運営検討委員会

利用規則・利用料金等の詳細については、市内
の他施設の状況を勘案しながら、今後の検討とな
るので、今回については、エントランスロビーの
利用についての検討がなされました。

検討にあたり、下記のような意見が出ました。

・運営主体は、直営、指定管理、最初直営で途中
から指定管理という3つの選択肢がある。

・専門性の高い優れた人材を確保する必要がある。

・人を育てていくにはどうしても時間がかかる。
そこをないがしろにすると、文化を醸成して育て
るという事と相反してしまう。指定管理者に一任
するのではなく、久居ホールの方針の通り、市民
と一緒にホールも育っていくべき。

・本当にオリジナルな久居モデルを市民と一緒に
作っていこうとするならば、民間の指定管理者
では難しい。

・社会的に困難な状況にある人や、社会的多様性に
おける課題対して、芸術的専門性をもちながら、
アートにつなげていく事のできる管理者を選定す
る事は困難である。

・指定管理者にすると、人員配置、運営、事業など
は指定管理者に委託されるため、いま検討しても
反映されにくくなる。

また、次のとおり広報宣伝活動方針（案）の提案
がありました。

○顔の見える周知活動 ○事業後の広報に力を入れる
○近隣ホールとの連携 ○広報宣伝活動の記録・集積 など

・市として早い時期に運営主体の方向性を決める必
要がある。それによって検討内容が変わる。


